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報道関係各位                                                  ニュースリリース 

2014 年 10 月 3 日 
株式会社インテージ 

生活者の情報接触から行動・購買までの流れをビジュアル化 

クロスメディア施策の動線分析システム「Strevi（ストレビ）」提供開始 

 

株式会社インテージ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：石塚 純晃）は、i-SSP（インテージ・シングル

ソースパネル）※1 をもとに、テレビ CM や Web サイトなどの情報接触から、商品の購入やサービス登録といった 

コミュニケーションの目的となる行動までの生活者の動線「コンバージョンパス」を Web 上で照会・分析できる  

システム『Strevi（ストレビ）』※2 を 2014 年 10 月 8 日より提供開始します。 

 

近年、インターネットの浸透により、生活者の消費生活、特に、商品やサービスなどの購入の意思決定プロセ

スは大きく変化しました。商品の購入やサービスの情報を入手するにあたってインターネットで事前に検索する

など、テレビや新聞といった従来の広告に加えてインターネット上で展開されるさまざまな広告にも接触するよう

になってきています。  

そうした生活者の変化を背景に、企業のマーケティング活動においても、インターネットによる新しいコミュニケ

ーションツール（Web バナーや動画広告、SNS、キュレーションサイトなど）を利用する動きが活発化しています。

同時に、複数のメディアへの広告出稿が増えるに従い、“異なるメディア間での展開施策の効果を、統一した基

準で把握し効率的な活動につなげたい” “コミュニケーションプランの中で計画した「導線」が有効に機能してい

るのか確かめたい”というニーズも高まっています。 

当社では、そのような企業のニーズを背景に、i-SSP のデータを使ったクロスメディアキャンペーンの施策効果

の検証と、生活者の動線「コンバージョンパス」を踏まえたコミュニケーションプランの立案を支援するサービスと

して『Strevi』を開発しました。 

 

■サービスの特長 

○ テレビ CM や Web 広告、Web サイト閲覧、検索をはじめとした複数の情報接触や行動について、「どのく

らいの人がその行動をしたのか」「どんな特性の人がその行動をしたのか」を簡易に把握可能 

○ 情報接触と購買のデータをログ形式でデータを収集している i-SSP のデータを使うことによりアンケートで

はわからない本当の前後関係をもとにしたパス分析を実現 

○ モニターを入れ替えずに「365 日 24 時間」継続して収集しているパネルデータだからこそ、トライアルから

リピート、3 回目のコンバージョンまでの動線が確認可能 

○ ASP（アプリケーションサービスプロバイダー）型サービスなので、担当者が手元で操作・分析が可能 

○ 従来のオーダーメイド型のサービスを Web 化することで、低価格化、短納期を実現 
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＜アウトプットイメージ① 情報接触から目的となる行動までの動線の可視化＞ 

    

＜アウトプットイメージ② 情報接触や行動をとったモニターの属性構成＞ 

    

 

 

 

 



 

3 
株式会社インテージ 

〒101-8201 千代田区神田練塀町 3 番地 インテージ秋葉原ビル 
www.intage.co.jp 
 

※1 ：i-SSP（インテージ・シングルソースパネル） 

当社の主力サービスである SCI（全国個人消費者パネル調査）を基盤に、同一対象者から新たにパソコン・モバ

イルからのウェブサイト閲覧やテレビ視聴情報に関するデータを収集するものです。いずれも自動的にデータを

収集する仕組みを採用しており、正確かつ詳細なデータを、常時、収集しています。当データにより、パソコン・モ

バイル・テレビそれぞれの利用傾向や接触率はもちろん、同一対象者から収集している購買データとあわせて

分析することで、消費行動と情報接触の関係性や、広告の効果を明らかにすることが可能となります。また、調

査対象者に別途アンケート調査を実施することにより、意識・価値観や耐久財・サービス財の購買状況を聴取し、

あわせて分析することも可能です。 

＊i-SSP（アイエスエスピー）／シングルソースパネルは株式会社インテージの登録商標です。 

  

※2 ：Strevi（ストレビ）の名称について 

生活者の情報接触と行動の流れ＜Stream＞を、キャンペーン終了後に振り返る＜Review＞システムとして、

＜Stream Review＞の略称で『Strevi（ストレビ）』と名付けました。 

＊Strevi（ストレビ）は商標登録申請中です。 

 

 

【株式会社インテージ】 http://www.intage.co.jp/ 

株式会社インテージ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：石塚 純晃）は、インテージグループ各社とともに、リ

サーチノウハウ、データ解析力、システム化技術と、これらに基づく情報評価力をコア・コンピタンスとして、経営および

マーケティング上の意思決定に役立つ情報（Intelligence）を提供。生活者とお客様を「情報」でつなぎ、お客様のビジ

ネスの成功に貢献することによって、その先の生活者の暮らしを豊かにすることを目指します。 

 

 

 

 

【この件に関するお問い合わせ先】 

■株式会社インテージ 広報担当  

担当：佐藤（さとう）／小関（おぜき） 

TEL：03-5294-6000 FAX： 03-5294-8318   

サイト「お問い合わせフォーム」http://www.intage.co.jp/contact/ 

 

 


